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ュ
ッ
セ
ル
同
時
テ
ロ
ま
で
、
オ

ラ
ン
ド
仏
大
統
領
は
じ
め
欧
州

の
指
導
者
は
事
あ
る
０
と
に
、

「
我
々
は
戦
争
状
態
に
あ
る
」

と
表
明
し
て
き
た
。

し
か
し
、
通
常
の
国
家
間
に

は
核
や
最
新
兵
器
に
よ
る
抑
止

「
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
動

力
が
効
い
て
も
、
核
物
質
テ
ロ

け
。
前
を
見
よ
、
そ
し
て
後
ろ

の
防
止
や
、
前
近
代
の
論
理
を

に
も
目
を
こ
ら
せ
」
。
こ
の
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
の
Ｄ
謝
ほ
ど
、
テ

ロ
防
止
の
心
構
え
を
教
え
て
く

れ
る
警
句
は
な
い
。

４
月
１
日
に
終
わ

っ
た
核
安

全
サ
ミ
ッ
ト
で
オ
バ
マ
米
大
統

領
は
、
過
激
派
組
織

「
イ
ス
ラ

ム
国
」
の
核
テ
ロ
を
許
さ
ぬ
決

意
を
高
言
し
た
。
ま
た
、
２
０

１
５
年
１
月
の
パ
リ
の
週
刊
紙

「
シ

ャ
ル
リ
ー

・
エ
ブ
ド
」
襲

撃
事
件
か
ら
今
年
３
月
の
プ
リ

「欧
州
型
自
由
」が
生
ん
だ
危
機

か
ぎ
す

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
現

代
国
家
の
間
で
生
じ
た
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
型

「
戦
争
」
の
終
結
に

即
効
薬
は
な
い
ｐ
残
念
な
が
ら
、

絶
対
的
な

「
テ
ロ
抑
止
力
」
は

不
在
な
の
で
あ
る
。

今
、
日
本
と
世
界
に
必
要
な

の
は
、
シ
リ
ア
内
戦
で
生
じ
た

中
東
複
合
危
機
に

「
欧
州
人
に

よ
る
テ
ロ
」
が
結
び
付
い
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
が
進
む
現

状
を
認
識
す
る
こ
と
だ
。

確
か
に
、
ト
ル
コ
や

エ
ジ
プ

ト
で
頻
発
す
る
テ
ロ
の
下
手
人

は
、

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
影
響

さ
れ
た
ア
ラ
ブ
人
や
ト
ル
コ
人

で
あ
り
、
ト
ル
コ
政
権
と
敵
対

す
る
ク
ル
ド
労
団
者
党

（Ｐ
Ｋ

Ｋ
）
に
つ
な
が
る
ク
ル
ド
人
で

あ
る
。
し
か
し
、
パ
リ
と
プ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
テ
ロ
犯
は
、
父
祖

が
北
ア
フ
リ
カ
や
中
東
に
由
来

す
る
ム
ス
リ
ム
だ
っ
た
と
し
て

も
、
彼
ら
は
欧
州
で
生
ま
れ
育

っ
た

「欧
州
人
テ
ロ
リ
ス
ト
」

な
の
だ
。
し
か
も
、

「イ
ス
ラ

ム
国
」
外
国
人
戦
闘
員
の
３
分

の
１
を
占
め
る
と
も
言
わ
れ
る

「
欧
州
人
テ
ロ
リ
ス
ト
」
は
、

シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
で
、
パ
リ
や

ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
の
被
害
者
数
よ

り
は
る
か
に
多
い
人
々
を
テ
ロ

と

「
戦
争
」
で
殺
害
し
て
い
る
。

シ
リ
ア
人
や
イ
ラ
ク
人
の
遺

族
、
あ
る
い
は
欧
州
に
保
護
を

求
め
る
難
民
が
、
自
ら
を

「
欧

州
人
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
犠
牲
者

だ
と
主
張
し
た
と
し
て
も
、
誰

が
反
駁
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
、

欧
州
に
逃
れ
た
難
民
か
ら
も
テ

ロ
参
加
者
が
出
る
だ
ろ
う
。「イ

ス
ラ
ム
国
」は
、そ
の
争
や
を
難

民
に
身
を
や

つ
さ
せ
、
欧
州
に

中
東
の
「
戦
争
」
を
輸
出
す
る
戦

略
を
増
進
し
て
い
る
か
ら
だ
。

彼
ら
に
は
、
欧
州
や
中
東
の

出
生
地
や
国
籍
に
関
係
な
く
共

通
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
彼

弟
Ｆ

惚

辱

弥

翼

鞄
経

い
と
い
う
こ
と
だ
。
同
信
者
を

無
差
別
に
殺
し
権
力
を
求
め
る

あ
ま
り
、
普
遍
的
な
啓
示
宗
教

の
イ
ス
ラ
ム
を
過
激
派
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
暴
力
礼
賛
の
水
牢
ま

で
貶
め
た
責
任
は
大
き
い
。

欧
州
の
テ
ロ
実
行
犯
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
道
徳
に
反
す
る
飲
酒

癖
や
遊
興
癖
を
持
つ
徒
も
含
ま

れ
て
い
た
。
反
社
会
的
無
法
者

が
、
と
も
か
く
イ
ス
ラ
ム
と
銘

打

っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
変
容
す

る
回
路
は
、
相
対
的
貧
因
や
社

会
的
差
別
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
。

も
し
ろ
、
彼
ら
の
内
面
を

一

種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
テ
ロ
リ

ズ

ム

ヘ
と
変
容
さ
せ
た
遠
因

は
、
欧
州
は
じ
め
民
主
主
義
社

会
の
自
由
そ
の
も
の
に
潜
ん
で

い
る
。
　

　

∧
２
面
に
続
く
∨
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地

球
む

1面の続き

プ
ラ
ト
ン
か
ら
Ｊ

・
Ｓ

ミ
ミ

ル
、
ア
イ
ザ
イ
ア

・
バ
ー
リ
ン

に
至
る
ま
で
、
自
由
と
権
利
、

義
務
と
責
任
の
相
補
性
を
緻
密

に
組
み
立
て
、
政
治
に
も
援
用

し
て
き
た
自
由
論
は
、
植
民
地

主
義
の
騨
し
き
遺
産
と
伝
統
を

ひ
た
す
ら
批
判
し
た
ポ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ア
ル
理
論
や
多
文
化
主
義

に
浸
潤
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
そ
の
流
れ
を
受
け
て

文
化
や
思
想
の
多
元
性
や
複
数

性
を
尊
重
し
、
国
境
管
理
を
廃

止
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
麒
州

の
民
主
主
義
は
、
実
は
同
時
に
、

無
防
備
の
ま
ま
に
テ
ロ
の
浸
透

を
許
す
危
険
を
生
み
出
し
た
の

で
あ
る
。

文
化
相
対
主
義
が
、
ア
ッ
ラ

ー
の
唯

一
性
を
強
調
す
る
信
仰

札
幌
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
客

員
研
究
員
、
東
大
中
東
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
。
新
著
に
「
中

東
複
合
危
機
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦

へ
」

（Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
。

上
性
と
強
引
に
重
ね
る

「
イ
ス

ラ
ム
国
」
の
よ
う
な
過
激
な
政

治
潮
流
を
許
容
す
る
遠
因
に
も

つ
な
が

っ
た
。
文
化
や
宗
教
の

多
元
性
を
認
め
る

「
善
」
は
当

初
か
ら
、
欧
州
の
自
由
論
と
文

化
相
対
主
義
に
乗
じ
て
テ
ロ
を

生
み
出
す

「
悪
」
に
向
か
い
合

っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
テ
ロ
抑
止
に
向
け
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
対
話

と
い
う

一
般
的
レ
ベ
ル
で
テ
ロ

口
や

「
瑚
争
」
の
被
害
者
は
ム

ス
リ
ム
自
身
な
の
だ
。

私
は
政
府
の
中
東
文
化
ミ

ッ

シ

ョ
ン
団
長
と
し
て
３
回
、
各

国
を
歴
訪
し
、
日
本
ア
ラ
ブ
対

く
理
性
や
知
性
を
重
ん
じ
る
平

和
主
義
者
で
あ
り
、

「
テ
ロ
リ

ス
ト
と
の
対
話
」
が
可
能
な
は

ず
も
な
い
。
対
話
や
貧
困
対
策

を
強
化
す
れ
ば
テ
ロ
が
消
滅
す

る
と
い
う
空
想
的
平
和
主
義
で

は
、
テ
ロ
抑
止
力
に
な
ら
な
い
。

留
意
す
べ
き
は
、

「
イ
ス
ラ

ム
国
」
や

「
欧
州
人
テ
ロ
リ
ス

ト
」
の
特
性
が
、
ロ
ー
マ
法
で

い
う

「
ホ
ス
テ
ィ
ス

。
フ
マ
ニ

。
ゲ
ネ
リ
ス
」

（
人
類
共
通
の

マ
の
思
想
家
キ
ケ

ロ
が
海
賊
を

法
の
保
護
外
に
置
い
た
こ
の
言

葉
は
、
や
が
て
奴
隷
所
有
者
や

２０
世
紀
の

「
大
量
虐
殺
者
」
を

指
す
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は

第

一
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル

ギ
ー
で
露
塁
し
た
よ
う
に
、
テ

ロ
情
報
が
国
際
的
に
共
有
さ
れ

て
い
な
い
欠
陥
を
是
正
し
て
、

国
境
を
や
す
や
す
と
越
え
る
テ

ロ
リ
ス
ト
の
移
動
を
入
国
以
前

に
阻
止
す
る
こ
と
だ
。

第
二
は
、

「
イ
ス
ラ
ム
国
」

の
テ
ロ
を
、
非
国
家
組
織
と
国

家
と
の
非
対
称
な

ハ
イ
プ
リ

ッ

ド
型
の

「
戦
争
」
と
し
て
把
握

し
た
上
で
、
市
民
社
会
に

「
戦

線
」
を
広
げ
る
非
情
な
テ

ロ
を

予
防
す
る
厳
し
さ
を
国
民
に
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

第
二
は
、
本
質
的
に
個
人
の

生
存
や
自
由
な
社
会
を
維
持
す

る
た
め
に
、
日
本
の
市
民
も
公

共
施
設
や
ホ
テ
ル
で
金
属
探
知

機
や
荷
物
検
査
の
徹
底
化
に
協

力
す
る
不
自
由
を
耐
え
忍
ぶ
塔

要
性
で
あ
る
。

中
東
と
欧
州
の
複
合
危
機
か

ら
日
本
が
学
ぶ
教
訓
は
い
自
由

と
秩
序
を
守
る
た
め
に
、
テ

ロ

対
策
を
事
故
対
処
型
か
ら
発
生

予
防
型
に
切
り
換
え
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
脅
威
や
危
院
を
理

解
し
て
も
、
日
本
や
米
国
の
よ

う
な
民
主
主
義
国
家
で
は
、
電

話
通
信
傍
受
や
通
話
デ
ー
タ
収

集
の
合
法
化
に
つ
い
て
市
民
の

理
解
を
得
る
の
は
難
し
い
。
そ

の
反
面
、　
一
た
び
大
テ
ロ
が
起

こ
る
と
社
会
全
体
の
恐
怖
感
が

募
る
あ
ま
り
、
難
民
や
在
留
外

国
人
を
排
斥
す
る
デ

マ
ゴ
ー
グ

に
支
持
が
集
ま
る
可
能
性
も
憂

慮
さ
れ
る
。

中
東
欧
州
複
合
危
機
が
グ

ロ

ー
バ
ル
な
脅
威

に
拡
大
す
れ

ば
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ス
タ
ー
リ

ン
型
共
産
主
義
な
ど
全
体
主
義

勢
力
が
出
現
し
か
ね
な
い
。
二

つ
の
大
戦
と
冷
戦
を
乗
り
切

っ

た
歴
史
の
教
訓
と
先
人
の
犠
牲

を
否
定
し
な
い
た
め
に
も
、
民

主
主
義
の
堅
持
と
発
生
予
防
型

の
テ
ロ
抑
止
力
構
築
を
両
立
さ

せ
る
必
要
性
を
日
本
で
も
広
く

議
論
す

べ
き
時
が
来
て
い
る
。

山
内
昌
之
氏
　
１
９
４
７
年
、
　

を
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
テ

敵
）
で
あ
る
点
だ
。
古
代

ロ
ー

に
寛
大
な
事
実
に
伺
の
問
題
も

話
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
と
し
て
も

民
族
や
宗
教
信
仰
の
差
異
に
か

あ
る
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
　

東
京
、
カ
イ
ロ
、
リ
ャ
ド
、
ア

そ
れ
は

一
方
で
、
自
ら
を
唯

一　

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
舞
台
に
イ

の
真
理
の
表
現
者
だ
と
若
者
に
　
ス
ラ
ム
世
界
と
の
交
流
に
従
事

思
い
込
ま
せ
、
イ
ス
ラ
ム
の
至

し
た
。
相
手
は
、
我
々
と
同
じ

か
わ
り
な
く
、
ム
ス
リ
ム
を
含

め
た
全
人
類
に
偲
を
な
す
者
た

ち
の
定
義
に
ふ
さ
わ
し
い
。
イ

ス
ラ
ム
に
も
「平
和
の
瑠
訛
者
」

「予
防
型
」
へ
あ
ら
ゆ
る
手
段

（
ム
フ
ス
ィ
ド
）
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。

５
月

に
伊
勢

志
摩
サ

ミ

ッ

ト
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
る

日
本
に
と

っ
て
重
要
な
の
は
、

テ
ロ
撲
滅

へ
の
長
期
の
理
想
を

語
る
こ
と
で
は
な
く
、
短
中
期

的
に
、
テ
ロ
と

「
戦
争
」
と
の

複
合
化
を
阻
上
し
、
テ
ロ
抑
止

力
の
構
築
に
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て

を
講
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

英
文
は
１２
日
の
ジ
ャ
パ
ン

・
二

ュ
ー
ズ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す


